
郷土の古文書 
「その 14 盗難届」 
 解説  

この文書の出された前年１０月２日には、江戸市街の真下を震源とする安政の大地震が起きています。世の中の治安もます

ます悪化し、当地方の盗難事件も多発しています。その盗難品のうち最も多いものが衣類です。この盗難届けも文銭
ぶ ん せ ん

（寛永

通宝の一種。文字銭
ぶ ん じ せ ん

ともいい大仏銭という異称もある。裏面に文の字がある）が、１００文か２００文かと鉄箱の錠を２個

の他はすべて衣類でした。 

  衣類は昔の人のとっては貴重で昭和前期の和服が主な時代迄は、女子は嫁入りの時に一生着る衣類を持たせるのが親の

つとめと考えられていました。貴重であるため、その柄や色、裏地や袖口等に至るまで、よくこれほど覚えていたかと思う

ほど委しく書き上げられて差し出されています。 

盗まれた人は瀬戸岡村の百姓  代八です。 

名主為助が書き上げて、寄場村へ提出しています。五日市寄場の役人は関東取締出役 安原燾作へ差し出したのですが、こ

れはその控の証文です。              
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 天明の飢饉以降没落農民が広範に形成され、無宿などの遊民化した浮浪人層の増大は、関東の所領形態では統一的な警察

権が発揮できず、領主支配体制の秩序を脅かす不穏勢力となってきた。 

 この支配体制の危機を克服するため、文化２年（１８０５）関東地方の治安維持強化を目的として、関東代官の手附・手

代の中から関東取締出役（通称、八州廻）が選任され、勘定奉行直属下に置かれた。 

 最初８名で、２人一組となって水戸藩を除く関八州を御料・私領の区別なく廻村し、無宿・悪党の捜査逮捕や百姓一揆

の動静を探るなどの警察的任務を主として行動した。 
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